
★いつも教室に足を運ぶと、真剣に頷きながら学習したり、仲間たちと話し合って活

動したり、堂々と考えや意見を発表したり…そんな子供たちの様子が見られること。 ★校長室からは小鳥た

ちのさえずりや音楽室で授業をしている子供たちの歌声が聞こえ、子供たちにとっても環境に恵まれている

こと。 ★1 学期、浜中生 12 名が大きな事故やケガ、病気等せず 1 学期を終えたこと。 
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 ～ 夏休みを迎えるにあたり ～ 
校長 柏尾 和市 

  

         ４月１日より４年ぶりの浜中町、そして１２年ぶりに７年間お世話になった浜中中学 

校に勤務することができてとてもうれしく思います。また、当時の生徒たちが、立派な 

親となり、社会人となって活躍している姿をみると感激もひとしおです。 

                    さて、令和５年度は新入生６名を迎え、全校生徒１２名となった浜中中学校は、新し 

く着任した５名を含む職員１０名とともに、新たなスタートを切りました。生き生きと 

した目、教師たちの話しに頷きながら聞く態度、しっかりとした姿勢で学校生活に臨んでいる子どもたちを

見ると、気を緩める余裕などないことに改めて気づかされます。 

義務教育の最終段階である中学校は、学習に励み、心を磨き、心身を鍛練し、知・徳・体の調和のとれた 

成長と発達段階に合わせた自立を促し、次のステップに送り出すことが役目です。そのためには、学ぶ場に 

ふさわしい環境作りを実現し、下記の学校教育目標が生徒の姿として具体的に現れてくることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標（Educational Goals） 

共に学び、共に生きる主体的な存在を目指して  

1 目標を持って学び続け、新しい未来を創造する生徒 
2 多様な他者と協働しながら、自らの人生に挑戦し続ける生徒 
3 たくましい心と身体を目指し、自ら生活改善を続ける生徒 

校長自慢【その４】 

■７月８日（土）絶好のコンディションで行われた体育祭。準備期間中は、生徒たちが一生懸

命に取り組んでいることは知っていたものの、なるべくその姿は見ないようにしていました。 

■楽しく、思い切り、懸命になって頑張っている子供たちの姿を見るのは、本番まで取ってお

きたかったからです。お陰で子どもたちの一挙手一投足、しっかりと見ることができました。 

■全校生徒１２人で創りあげる体育祭。子供たちの出場競技以外の場面に目を向けると、準備

や片付けの協力、休憩時間中に掛ける励まし合いの言葉、スタート直前の緊張感、勝敗がつい

たあとの潔さ、互いを認め合う友情、子供たちによる司会・進行・競技説明・挨拶の言葉…。 

■こういった場面も、競技中の懸命になっている姿と同じくらい感動しました。学校行事は、

子供たちの成長を確かめる場でもあります。１２人が立派に成長し、学校スローガン「百花繚

乱」のごとく、一人ひとりが綺麗な花を咲かせ、輝きを放った体育祭になりました。 

■佐藤教育長様や教育委員の方々をはじめ、出口ＰＴＡ会長様、八戸親交会長様など沢山の御

来賓、保護者・地域の皆様には、温かい拍手と声援を送っていただきました。佐藤教育長様は

最後まで見ていかれましたが、お帰りになる際に「感動しました。」と、おっしゃっていまし

た。それは、子供たちの頑張った成果や成長が裏付けられた瞬間でした。 

■明日から２４日間の夏休みに入ります。夏休 

みの過ごし方は（学習・生活面）事前に学級担任か 

ら指導していますが、終業式では「自分で時間 

の管理を行う大切さ」について話しをしました。 

■「規則正しい生活」「計画的な学習」いずれ 

も大切なことは「時間の管理」です。学校生活 

では、日課表でその時間に何をするのかが決ま 

っています。長期休業中は、学校に来る場面も 

ありますが、家庭での生活が基本となります。 

ご家庭でも「時間の管理」について話題にしていただければ幸いです。 

■今年度も１/３が終わりました。子供たちは大きなケガや事故等なく、教育活動も予定通りに

行うことができたことは、保護者、地域の皆様のご理解、ご協力の賜と感謝申し上げます。 

■夏休み明けには、また一段と成長して元気で登校する子供たちと再会することを楽しみにし

ています。保護者・地域の皆様には、引き続きご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 火 11 金 山の日　学校閉庁日 21 月

2 水 12 土 学校閉庁日 22 火

3 木 13 日 学校閉庁日 23 水

4 金 14 月 学校閉庁日 24 木 前期専門委員会

5 土 15 火 学校閉庁日 25 金

6 日 16 水 26 土

7 月 17 木 27 日

8 火 18 金 2学期始業式 28 月

9 水 19 土 29 火

10 木 学校閉庁日 20 日 30 水 学力テスト（全学年）

31 木 代表委員会　特別教室清掃日

8
月
行
事
予
定

今年度の自然体験学習が 6 月 23 日（金）に行われました。講師は、ＮＰＯ法人シマフクロウ・エイドの菅野正巳様、菅
野直子様、浜中姉別地区の酪農家である川村盛幸様、君島智己様です。この学習は令和 3 年、浜中町内の姉別緑栄地
区の酪農地帯の上流域の森づくりに、最も関係が近い浜中中学校の生徒がお手伝いをさせていただいたことからはじま
りました。シマフクロウ・エイドは、次のような願いから生徒たちへの体験活動を支えて下さっています。～『この森づくりは、
シマフクロウを環境バロメーターに多様な生物が暮せる身近な環境の回復が、隣接する牧場からの糞尿の河川流入を防
ぎ、適切な栄養塩の循環が牧草の育成につながり、河口の海の生態系の基礎生産にも貢献することが期待されます。子
どもたちにはこの体験を通じ、水源林や河畔林のはたらきについて知りその良さを体感し、身近な自然と酪農業の関係に
ついて新たな発見になればと願っています』～ 
生徒たちは実際に現地に赴き、観察や体験を行うことで、様々なことを学び感じ取っていたようです。素晴らしい体験活
動をさせていただきありがとうございました。 

 
 
 
 

6月 30日（金）に避難訓練を行いました。今回は理科室か
ら火災が発生したとの想定で行いました。避難指示から完了
まではとてもスムーズで大変素晴らしかったです。避難後は、
水消火器を使用した訓練を代表者で行い使用方法を実際に
学びました。その後、体育館に場所を変え、東日本大震災で実
際に現地に赴き救助活動に参加した川原亮 氏に講話を行っ
ていただきました。生徒は皆真剣に耳を傾けていました。 
※生徒たちの感想を抜粋して紹介します。 
Ｍ：率先避難者となってより安全な行動をしたいです。 Ｙ：ここ
なら大丈夫と思わずに、最悪の場合を考えて行動することが大
事。 Ｋ：家族で話し合い災害への意識を高めたい。 Ｍ：正解
はわからないから最善を尽くすことが必要。 Ｄ：いきなりの火
事の時と考えると「本当かな」と間違ったのではないかと思っ
てしまう自分が見えた。まずは疑わずに命を大事にすることを
優先にしたい。 

See you again !

浜中町のＡＬＴとして、６年間勤務され
たピーター先生が７月をもって退任されま
す。子どもたちの英語力向上 
や望ましいコミュニケーション 
能力の育成のため笑顔で 
優しくご指導していただき 
ました。本当にありがとうご 
ざいました。 

倉内様、出口様、八巻様より、飲み物の差し入
れがありました。体育祭に向けた練習後や体育祭
当日にみんなで美味しくいただきました。蒸し暑い
日が続いていましたので、体調の管理が上手く出
来ました。お心遣い誠にありがとうございました！ 

令和 5年度 第 28回浜中中学校体育祭が 7月 8日（土）に行われました！当日は天候に恵まれ、絶好の体育
祭日和となりました。今年の体育祭から感染症対策が大幅に緩和され、来賓、保護者、地域の方々の観戦は人数
制限をもうけずに行うことができました。生徒数は、12 名と少ない中ですが、紅組・白組に分かれ応援合戦を含め
て計 5 種目に心地よい汗を流していました。生徒はどの種目においても真剣に一生懸命取り組みを見せてくれま
した。勝ち負けはつきましたが、全員笑顔で楽しんでいる姿も随所に見られ、見ている側も大変清々しいひとときを
過ごすことができました。温かい声援を送っていただいた来賓、保護者、地域の皆様、誠にありがとうございました！ 
※後片付けにもご協力いただき感謝いたします。 


